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再発防止アクション・プログラム（№１） 

 

分 類 保安規程の変更命令 
方向性  

 
対 策 ・電気事業法第 42 条第３項に基づく保安規程の変更命令を受け、当

社保安規程＜電気事業の用に供する電気工作物＞を改訂する。 
 

主 体 

 

◎経営企画部経営企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
○水力･送変電部 火力発電部 

 

対 象 

 

 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・以下の 4点について、保安規程を改訂する。 
① 主任技術者の位置付け（独立性の確保と十分な責任と権限付与等） 
② 主任技術者の職務の追加（保安活動の実施状況記録の点検・確認） 
③ 保安教育の充実（保安活動従事者に対する法令教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ） 
④ 工事計画届出に関する規定の明確化（届出手続きの確認手続き） 
・保安規程の記載内容の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

今年度 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 
【現行施策の強化】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 

 

 

備 考 

 

 

 

＜原子力安全・保安院行動計画への対応＞ 

(2)保安規程の変更命令（水力・火力分野の行政処分） 

(22)電気事業法に基づく保安規程の記載内容の充実 

(24)電気主任技術者等の役割の強化 
 

▼7/31届出 

▼9月予定の省令改正に併せ改訂



再発防止アクション・プログラム（№２） 

 

分 類 １．企業風土・社員意識 
方向性 ・職場内での対話を促す雰囲気作り 

・自己解釈を行わないﾙｰﾙ作り 
対 策 ①当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ全組織でのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの促進を図るため、毎年 10 月に 

ｸﾞﾙｰﾌﾟの各職場単位でｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ促進行事を実施する。 
 

主 体 

 

◎当社全役員 
◎総務部総務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
○総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 経営企画部経営企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 業務監査部 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社従業員 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・10/6の J-POWER ﾃﾞｰを起点にした 10･11月を活動期間として、各
職場単位（現地機関においては当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ合同）でｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ促進

行事（業務成果発表･社会貢献活動･ｽﾎﾟｰﾂ大会等）を実施。 

 

 

 

 

 

 

今年度 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【現行施策の強化】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ※19年度末に実施結果を評価し、次年度以降の内容見直し 
 

 

備 考 

 

 

 

▼※ 



再発防止アクション・プログラム（№３） 

 

分 類 １．企業風土・社員意識 
方向性 ・職場内での対話を促す雰囲気作り 

・自己解釈を行わないﾙｰﾙ作り 
対 策 ②ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ以下の中堅層を対象に、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽとｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをﾃｰﾏ

とした当社役員による職場ﾐｰﾃｨﾝｸﾞを実施する。 
 

主 体 

 

◎当社全役員（取締役または常務執行役員） 
◎秘書広報部秘書室 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社の地方機関 15箇所（4支店･7火力･鬼首･大間･
若松･茅ヶ崎） 
 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・経営計画･ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進のｸﾞﾙｰﾌﾟ内周知･徹底活動の一環として行

われる当社役員による現地機関対象の説明会と併せ、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ

以下（ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社従業員含む）を対象とした懇談会を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【現行施策の強化】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 以 降

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・5～6月当社、7月ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社実施 
   ※19年度末に実施結果を評価し、次年度以降の内容見直し 
 
 
 

 

備 考 

 

・本店機関については別途検討 
 

▼※ 



再発防止アクション・プログラム（№４） 

 

分 類 １．企業風土・社員意識 
方向性 ・職場内での対話を促す雰囲気作り 

・自己解釈を行わないﾙｰﾙ作り 
 

対 策 

③ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ事案が発生・判明した場合に、現場から経営ﾄｯﾌﾟまで情

報が速やかに報告されるよう、危機管理規程に定める情報伝達経路

及びその運用について徹底を図る。 
 

主 体 

 

◎総務部総務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
○総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 業務監査部 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社従業員 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・危機管理規程を改訂し、危機管理対策ﾁｰﾑに業務監査部ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ

担当及び総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進担当ﾗｲﾝを指名するとと

もに、危機発見時の緊急連絡体制に組み入れ。 
・危機管理ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ･ｴﾏｰｼﾞｪﾝｼｰｶｰﾄﾞを改訂し、ｸﾞﾙｰﾌﾟ全従業員に配布

し、緊急連絡体制の周知徹底を図る。 

 

 

 

 

 

 

今年度 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 
【現行施策の強化】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 
 
 
 

 

備 考 

 

 



再発防止アクション・プログラム（№５） 

 

分 類 １．企業風土・社員意識 
方向性 ・職場内での対話を促す雰囲気作り 

・自己解釈を行わないﾙｰﾙ作り 
対 策 ④弁護士による現地機関での出張法律相談を実施する。 

 
 

主 体 

 

◎総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
○業務監査部 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社従業員 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・弁護士による各機関のｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進状況の機関長ﾋｱﾘﾝｸﾞ及び相談

受付（半日程度／機関） 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【現行施策の強化】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

  ・継続実施 
 
 
 
 

 

備 考 

 

 



再発防止アクション・プログラム（№６） 

 

分 類 １．企業風土・社員意識 
方向性 ・職場内での対話を促す雰囲気作り 

・自己解釈を行わないﾙｰﾙ作り 
対 策 ⑤法務機能の強化を図る。 

 
 

主 体 

 

◎総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
○人事労務部人事ｸﾞﾙｰﾌﾟ 経営企画部経営企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

 

対 象 

 

 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進規程、組織規程分掌事項を改訂し、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進に

関する法務ｸﾞﾙｰﾌﾟの役割を規定。 
・法務ｸﾞﾙｰﾌﾟにｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進担当要員を配置。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【現行施策の強化】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 
 
 
 
 

 

備 考 

 

 



再発防止アクション・プログラム（№７） 

 

分 類 １．企業風土・社員意識 
方向性 ・職場内での対話を促す雰囲気作り 

・自己解釈を行わないﾙｰﾙ作り 
対 策 ⑥ｲﾝﾄﾗ掲示板・電子電話帳ﾊﾞﾅｰ等に、判断に困った場合の相談・連絡

先を明示する。 
 

主 体 

 

◎総務部総務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社従業員 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ相談窓口とは別に、ｵｰﾌﾟﾝな形で相談に応じる窓口を明示

する。 

・当社ｸﾞﾙｰﾌﾟｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ掲示板・電子電話帳ﾊﾞﾅｰに、法令違反・環境関

係ﾄﾗﾌﾞﾙ・許認可手続き・その他ﾄﾗﾌﾞﾙ発生時等、判断に困った場合

の相談・連絡先を明示（法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ・環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ・各部門

業務ｸﾞﾙｰﾌﾟ・総務ｸﾞﾙｰﾌﾟ・広報室その他）。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【早期実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 
 
 
 
 

 

備 考 

 

 



再発防止アクション・プログラム（№８） 

 

分 類 １．企業風土・社員意識 
方向性 ・部門間の人事交流 

 
対 策 ⑦職種間の垣根を超えた研修等の交流を実施する。 

 
 

主 体 

 

◎人事労務部人材開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾋｭｰﾏﾝﾘｿｰｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ委員会 
○人事労務部人事ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
○水力･送変電部 火力発電部 水・火力ｴﾝｼﾞ部 原子力事業部 

 

対 象 

 

・当社従業員 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・各種研修等において、他職種の職場事情を知る機会を設ける等、職

種相互間交流を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【今後検討し実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・実施は 20年度、20年度末に実施結果評価し見直し 
 
 
 
 

 

備 考 

 

＜原子力安全・保安院行動計画への対応＞ 

(26)部門を超えた取組みの強化 



再発防止アクション・プログラム（№９） 

 

分 類 １．企業風土・社員意識 
方向性 ・部門間の人事交流 

 
対 策 ⑧部門間（水力・火力・原子力等）で意見・情報の交換とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

の促進を図る。 

 

主 体 

 

◎経営企画部経営企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
◎水力・送変電部 火力発電部 水・火力ｴﾝｼﾞ部 原子力事業部 
○その他本店機関 

 

対 象 

 

・当社本店機関長その他 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・本店機関長会議の活用。 
・部門連絡会の実施。 
 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【今後検討し実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・継続実施 
 
 
 
 

 

備 考 

 

＜原子力安全・保安院行動計画への対応＞ 

(26)部門を超えた取組みの強化 



再発防止アクション・プログラム（№10） 

 

分 類 １．企業風土・社員意識 
方向性 ・責任の所在の明確化 

・企業倫理の徹底（特に管理監督者） 
対 策 ⑨役員・管理職を対象に、「企業理念・企業行動規範・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ行動

指針の遵守に関する宣誓書（仮称）」を提出させる。 
 

主 体 

 

◎総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 業務監査部 

 

対 象 

 

・当社全役員・特別役付社員 
 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・以下の内容の「企業理念・企業行動規範・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ行動指針の遵

守に関する宣誓書（仮称）」を社長宛に提出。 

取締役社長 中垣喜彦殿 

              宣 誓 書    

 私は、J-POWER電源開発ｸﾞﾙｰﾌﾟの企業理念・企業行動規範・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ行動指

針を正しく理解し、業務遂行においてこれに反する行動を実行・指示・命令

しないことをここに誓います。 

 平成 19年 月 日 
                         職位・氏名署名捺印 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 
【早期実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・役員新任者、特別役付社員昇格者を対象に継続実施 

 

備 考 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社にも同様の措置を求める 
 



再発防止アクション・プログラム（№11） 

 

分 類 １．企業風土・社員意識 
方向性 ・責任の所在の明確化 

・企業倫理の徹底（特に管理監督者） 
対 策 ⑩経営・幹部社員に対するｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ講演会を実施する。 

 
 

主 体 

 

◎総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 業務監査部 
○経営企画部経営企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社役員 
・当社機関長 
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社ｶﾝﾊﾟﾆｰ長 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・企業ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽに知見の深い弁護士等法律家、企業実務家による社

内講演会を開催。 
・年１～２回実施。 
・企業倫理、法令に関する講演のほか、ﾘｽｸ管理、情報開示をﾃｰﾏとす

る講演会も検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【実施済・継続実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

  ・4月当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ機関長会議で実施済み 
  ※19年度末に実施結果を評価し、次年度以降の内容見直し 
 
 
 

 

備 考 

 

 

▼※ 



再発防止アクション・プログラム（№12） 

 

分 類 １．企業風土・社員意識 
方向性 ・責任の所在の明確化 

・企業倫理の徹底（特に管理監督者） 
対 策 ⑪経営ﾄｯﾌﾟによる、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽの率先垂範及び全社機関長会議等にお

けるｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽの徹底。 
 

主 体 

 

◎当社役員 
◎秘書広報部広報室 
○総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 業務監査部 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社従業員 
 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・ｸﾞﾙｰﾌﾟ広報誌等の活用により経営ﾒｯｾｰｼﾞをｸﾞﾙｰﾌﾟ従業員に発信。 
・当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ機関長会議等で、機関長に対しｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ徹底を呼びか

け、機関長は各機関所属員に周知徹底。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【実施済・継続実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

 ・4月当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ機関長会議で講演会実施、経営ﾒｯｾｰｼﾞは 7月送付 
 ・制度等により継続実施 
 
 
 

 

備 考 

 

 



再発防止アクション・プログラム（№13） 

 

分 類 １．企業風土・社員意識 
方向性 ・責任の所在の明確化 

・企業倫理の徹底（特に管理監督者） 
対 策 ⑫専門講師によるｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽに関する管理職研修を実施する。 

 
 

主 体 

 

◎人事労務部人材開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
○総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 業務監査部 

 

対 象 

 

・当社管理職社員（特別役付社員） 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・階層別の管理職研修、部門別の管理職対象研修において、専門講師

によるｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽに関する研修項目を設置。 
・ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨによるｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ意識の向上や、法令知識の習得を図るｶﾘ

ｷｭﾗﾑを準備する。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【現行施策の強化】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ※19年度末に実施結果を評価し、次年度以降の内容見直し 
 
 
 
 

 

備 考 

 

階層別研修のうち新任課長格研修では社員による研修実施中 

▼※ 



再発防止アクション・プログラム（№14） 

 

分 類 １．企業風土・社員意識 
方向性 ・責任の所在の明確化 

・企業倫理の徹底（特に管理監督者） 
対 策 ⑬監督官庁及び自治体等への迅速な報告・連絡・相談、及び情報公開

の徹底を図る。 
 

主 体 

 

◎水力･送変電部 火力発電部 原子力事業部 秘書広報部広報室 
○総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 総務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 業務監査部 

 

対 象 

 

・当社各部門機関長・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ等管理職 
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社各部門の管理職 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・事象別の緊急時連絡体制の確認。 
・監督官庁等との日常のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ作りと報告・連絡・相談の徹底 
・反ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ事案の原則公表の徹底。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 
 
 
 
 

 

備 考 

 

 



再発防止アクション・プログラム（№15） 

 

分 類 １．企業風土・社員意識 
方向性 ・ﾙｰﾙの遵守を最優先とする職場の雰囲気作り 

・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ教育の強化 
対 策 ⑭各部門の機関長会議、機関長代理会議・管下機関長会議等において、

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ・倫理の向上・徹底を図る。 
 

主 体 

 

◎水力･送変電部 火力発電部 原子力事業部 

 

対 象 

 

・当社各部門管下機関長 機関長代理 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ等 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・担当取締役、本店機関長が会議出席し、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽの重要性につい

て議論し認識を深めるとともに、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの促進を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【実施済・継続実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ※19年度末に実施結果を評価し、次年度以降の内容見直し 
 
 
 
 

 

備 考 

 

 

▼※ 



再発防止アクション・プログラム（№16） 

 

分 類 １．企業風土・社員意識 
方向性 ・ﾙｰﾙの遵守を最優先とする職場の雰囲気作り 

・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ教育の強化 
対 策 ⑮職場でﾙｰﾙ遵守の大切さについて話し合う。 

 
 

主 体 

 

◎水力･送変電部 火力発電部 原子力事業部 総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
○業務監査部 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社各部門 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・職場ごとの定例会議においてｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ事例紹介等を行い、ｺﾝﾌﾟﾗｲ

ｱﾝｽ・ﾙｰﾙ遵守に関する意識づけを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【実施済・継続実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ※19年度末に実施結果を評価し、次年度以降の内容見直し 
 
 
 
 

 

備 考 

 

 

▼※ 



再発防止アクション・プログラム（№17） 

 

分 類 １．企業風土・社員意識 
方向性 ・ﾙｰﾙの遵守を最優先とする職場の雰囲気作り 

・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ教育の強化 
対 策 ⑯ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ、法務等の本店担当者による出張相談を実施する。 

 
 

主 体 

 

◎総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 業務監査部 
○水力･送変電部 火力発電部 原子力事業部 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社従業員 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ、法務等の本店担当者と現地機関のｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ責任者・推

進担当者との意見交換、及び№5弁護士による各機関出張相談を補
完する目的で相談案件ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【現行施策の強化】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 
 
 
 
 

 

備 考 

 

 



再発防止アクション・プログラム（№18） 

 

分 類 ２．内部統制システム 
方向性 ・業務ﾌﾟﾛｾｽとそこに潜む不正・誤りの発生ﾘｽｸの可視化と当該ﾘｽｸへ

の対策 
対 策 ①機関長の業務引継書に、「ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽへの取組み実績と課題」につい

て記載することを規程化する。 
 

主 体 

 

◎経営企画部経営企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
○総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 業務監査部 

 

対 象 

 

・当社各機関長 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・組織規程-業務引継要綱を改訂し、第３条「引継事項(4)課題事項」
に④ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽに関する事項（その他の要申送り事項は⑤に降番）

 を明記。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【早期実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 以 降

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 
 
 
 
 

 

備 考 

 

 



再発防止アクション・プログラム（№19） 

 

分 類 ２．内部統制システム 
方向性 ・業務ﾌﾟﾛｾｽとそこに潜む不正・誤りの発生ﾘｽｸの可視化と当該ﾘｽｸへ

の対策 
対 策 ②担当者引継ぎ内容の管理監督者による確認を徹底する。 

 
 

主 体 

 

◎経営企画部経営企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
○総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 業務監査部 

 

対 象 

 

・当社各機関長・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ等管理者 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・№18組織規程-業務引継要綱改訂に合わせ、担当者引継内容の所属
長による確認徹底を各機関に周知。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【早期実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 
 
 
 
 

 

備 考 

 

 



再発防止アクション・プログラム（№20） 

 

分 類 ２．内部統制システム 
方向性 ・業務ﾌﾟﾛｾｽとそこに潜む不正・誤りの発生ﾘｽｸの可視化と当該ﾘｽｸへ

の対策 
対 策 ③重要な業務について、各業務ﾌﾟﾛｾｽを明確化した上でﾘｽｸを可視化

し、適切なﾘｽｸ対応を実施する。 
 

主 体 

 

◎財務部内部統制ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
○経営企画部経営企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 業務監査部 

 

対 象 

 

・当社各機関 
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・重要な業務についての業務記述書・業務ﾌﾛｰ・ﾘｽｸｺﾝﾄﾛｰﾙﾏﾄﾘｯｸｽを作

成し、ﾘｽｸの所在を明らかにしﾘｽｸをｺﾝﾄﾛｰﾙする。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【今後検討し実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

  ・金融商品取引法に基づく内部統制報告書の作成と連動 
  ・実施は 20年度で、制度等により継続実施 
 
 
 

 

備 考 

 

 



再発防止アクション・プログラム（№21） 

 

分 類 ２．内部統制システム 
方向性 ・業務ﾌﾟﾛｾｽとそこに潜む不正・誤りの発生ﾘｽｸの可視化と当該ﾘｽｸへ

の対策 
対 策 ＜手続き不備に係るもの＞ 

④毎年度の工事計画に許認可申請等の要否確認欄を追加し、工事実施

箇所と申請実施箇所が当該工事に係る申請等の要否について調 

整・確認を行う。この趣旨をﾏﾆｭｱﾙに追記する。 

主 体 
◎水力･送変電部 火力発電部 原子力事業部 
 

対 象 ・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社各部門 
 

 

 

内 容 

 

 

 

（水力部門） 
・ 長期保守計画書に、申請等の要否確認欄を追記し、工事関係者に
広く周知する(長期保守計画策定ｼｽﾃﾑに官公庁申請・届出のｼｽﾃﾑを
追加)。 

・ 水力発電所関連の業務手順書を改訂し、申請要否確認を明確化。
（火力部門） 
・ 中長期保守計画書に申請手続き等の要否確認欄を追記し、工事関
係者に広く周知するとともに、届出等の確実な要否ﾁｪｯｸを実施す
る。中長期保守計画ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを改定する（5月末目途）。 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
【早期実施】 

   ・制度等により継続実施 
 
 
 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

 

備 考 

 

（水力部門）19年 3月末にｼｽﾃﾑ改修済 
（火力部門）ｼｽﾃﾑ化までは帳票のみでﾁｪｯｸし実施 
 

上段：水力部門 下段：火力部門



再発防止アクション・プログラム（№22） 

 

分 類 ２．内部統制システム 
方向性 ・業務ﾌﾟﾛｾｽとそこに潜む不正・誤りの発生ﾘｽｸの可視化と当該ﾘｽｸへ

の対策 
対 策 ＜手続き不備に係るもの＞ 

⑤工事実施に伴う許認可経歴台帳を整備し、関係官庁と事前確認した

事実を記録・保管する。 
 

主 体 

 

◎水力･送変電部 火力発電部 原子力事業部 
 

 

対 象 

 

・当社及び各ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社各部門 

 

 

 

内 容 

 

 

 

（水力部門） 
・水力発電所関連の業務手順書を改訂し、許認可経歴台帳を整備し、

手続きをﾌﾛｰ化。 
・長期保守計画策定ｼｽﾃﾑとﾘﾝｸした申請、届出の許認可経歴台帳ｼｽﾃﾑ

を構築（19年下期予定）。 
（火力部門） 
・許認可経歴台帳を整備し、経歴台帳の運用・管理についてﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

ｼｽﾃﾑの中で明記し、実施する（5月末目途、6月より実施予定）。 
 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【早期実施（一部実施済）】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 

 

備 考 

 

（水力部門） 
19年 3月、一部業務手順書改定済 
19年度下期ｼｽﾃﾑ構築予定 

上段：水力部門 下段：火力部門



再発防止アクション・プログラム（№23） 

 

分 類 ２．内部統制システム 
方向性 ・業務ﾌﾟﾛｾｽとそこに潜む不正・誤りの発生ﾘｽｸの可視化と当該ﾘｽｸへ

の対策 
対 策 ＜測定データに係るもの＞ 

⑥ﾃﾞｰﾀ測定のﾁｪｯｸ体制を充実し、不正が発生しないように、実測ﾃﾞｰ

ﾀと報告ﾃﾞｰﾀを複数の社員が比較・確認するとともに、このﾁｪｯｸが

機能しているかどうか内部監査にて定期的にﾁｪｯｸする。 
 

主 体 

 

◎水力･送変電部 火力発電部 原子力事業部 ｴﾈﾙｷﾞｰ業務部 
 

対 象 ・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社各部門 
 

 

 

内 容 

 

 

 

（水力部門） 
・ 水力発電所関連の業務手順書を改訂し、発電設備、ﾀﾞﾑ設備などの

重要な測定ﾃﾞｰﾀについて、複数の社員により確認を実施。 
・ このﾁｪｯｸが機能しているかどうか内部品質監査・自己監査等で定

期的にﾁｪｯｸ。 
（火力部門） 
・ 元ﾃﾞｰﾀと対外提出報告書のｸﾛｽﾁｪｯｸを行なう。 
・ これらﾁｪｯｸが機能しているかどうか内部品質監査・自己監査等で

定期的にﾁｪｯｸ。 
 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 
【今後検討し実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 
 

 

備 考 

 

 

上段：水力部門 下段：火力部門



再発防止アクション・プログラム（№24） 

 

分 類 ２．内部統制システム 
方向性 ・業務ﾌﾟﾛｾｽとそこに潜む不正・誤りの発生ﾘｽｸの可視化と当該ﾘｽｸへ

の対策 
対 策 ＜測定データに係るもの＞ 

⑦測定ﾃﾞｰﾀに異常値が検出された場合の対応ﾏﾆｭｱﾙ・業務管理ｼｽﾃﾑに

ついて整備・見直しを実施する。 
 

主 体 

 

◎水力･送変電部 火力発電部 原子力事業部 
○ｴﾈﾙｷﾞｰ業務部 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社各部門 

 

 

 

内 容 

 

 

 

（水力部門） 
・測定ﾃﾞｰﾀに異常値が検出された場合の対応は業務手順書で定められ

ており、再度業務手順書の内容を周知・徹底。 

（火力部門） 
・ 測定ﾃﾞｰﾀに異常値が出た場合の対応手順および環境保全協定関係

の危機管理手順について、ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑのなかで明確にし、実施す

る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 
【今後検討し実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 

 

備 考 

 

 

上段：水力部門 下段：火力部門



再発防止アクション・プログラム（№25） 

 

分 類 ２．内部統制システム 
方向性 ・業務ﾌﾟﾛｾｽとそこに潜む不正・誤りの発生ﾘｽｸの可視化と当該ﾘｽｸへ

の対策 
対 策 ＜測定データに係るもの＞ 

⑧測定業務においては、実測ﾃﾞｰﾀの保管を一定期間義務付けるようﾏ

ﾆｭｱﾙの変更を実施する。 
 

主 体 

 

◎水力･送変電部 火力発電部 原子力事業部 
 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社各部門 

 

 

 

内 容 

 

 

 

（水力部門） 
・水力発電所関連業務手順書を改訂し、元ﾃﾞｰﾀの保管期間を明確化。

（火力部門） 
・測定元ﾃﾞｰﾀの保存はﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの中で明確にし、管理する。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【実施済・継続実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 

 

備 考 

 

（水力部門） 
19年 3月、一部業務手順書改訂済。 
 

上段：水力部門 下段：火力部門



 

再発防止アクション・プログラム（№26） 

 

分 類 ２．内部統制システム 
方向性 ・部門・職種間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの活発化。 

 
対 策 ⑨当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ全体で、機関・職場単位の定例会議で、疑問点について

常に話し合う等の活性化と情報共有を図る。 
 

主 体 

 

◎経営企画部経営企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
○総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 業務監査部 水力・送変電部 火力発電部 原

子力事業部 
 

対 象 

 

・当社各機関 
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・定例会議体のあり方について、活性化と情報共有化の観点からの通

達文書発信（7月）。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【現行施策の強化】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ※19年度末に実施結果を評価し、次年度以降の内容見直し 
 
 
 

 

備 考 

 

＜原子力安全・保安院行動計画への対応＞ 

(26)部門を超えた取り組みの強化 

▼※ 



再発防止アクション・プログラム（№27） 

 

分 類 ２．内部統制システム 
方向性 ・部門・職種間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの活発化。 

 
対 策 ⑩ﾀﾞﾑ変位ﾃﾞｰﾀ等の重要な測定ﾃﾞｰﾀについては、本店技術主管箇所に

報告し本店で分析評価を実施する。 
 

主 体 

 

◎水力ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部 
○水力・送変電部 

 

対 象 

 

・当社支店及び管下機関等 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・ 水力発電設備の安全性評価を担務とする検討会を設置し、技術的

妥当性に関する評価を実施。 
・ 検討会は社外有識者を含め構成し、下部組織として社内関係者で

構成するﾜｰｷﾝｸﾞ･ｸﾞﾙｰﾌﾟを設置。 
・ 検討会の開催は原則として 1回／年程度とし、ﾜｰｷﾝｸﾞ･ｸﾞﾙｰﾌﾟは適
宜開催。 

 
 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【実施済・継続実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 
 
 
 
 

 

備 考 

 

一部のダム安全性評価について実施済 
 



再発防止アクション・プログラム（№28） 

 

分 類 ２．内部統制システム 
方向性 ・自己点検・自己監査及び業務監査の見直し 

 
対 策 ⑪各部門の熟練社員を、業務監査に関する専門家に育成する。 

 
 

主 体 

 

◎人事労務部人材開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ 人事ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
◎業務監査部 

 

対 象 

 

・水力･送変電部 火力発電部 原子力事業部 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・従業員のｷｬﾘｱﾊﾟｽの一つとして、業務監査の専門家を育成し配置。

・社外の業務監査担当者養成ｺｰｽ受講計画の策定と実施。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【今後検討し実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・実施は 20年度で、年度末に実施結果を評価し見直し実施 
 
 
 
 

 

備 考 

 

 



再発防止アクション・プログラム（№29） 

 

分 類 ２．内部統制システム 
方向性 ・自己点検・自己監査及び業務監査の見直し 

 
対 策 ⑫許認可経歴台帳について、各機関のｾﾙﾌﾁｪｯｸに加え、内部監査のﾁｪ

ｯｸ対象とする。 
 

主 体 

 

◎業務監査部 
 

 

対 象 

 

・水力･送変電部 火力発電部 原子力事業部 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・内部監査計画（年度計画及び中期計画）に組み込み実施（策定済）。

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【今後検討し実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 
 
 
 
 

 

備 考 

 

 



再発防止アクション・プログラム（№30） 

 

分 類 ２．内部統制システム 
方向性 ・自己点検・自己監査及び業務監査の見直し 

 
対 策 ⑬自己監査制度のなかで、当該業務ﾗｲﾝ外の社員によるﾁｪｯｸを行う。

 
 

主 体 

 

◎水力･送変電部 火力発電部 原子力事業部 
 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社各部門 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・自己監査実施時に、事務管理担当箇所、許認可申請担当箇所、工事

担当箇所、運転管理担当箇所によるｸﾛｽﾁｪｯｸを強化。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【実施済・継続実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 
 
 
 
 

 

備 考 

 

 



再発防止アクション・プログラム（№31） 

 

分 類 ３．コンプライアンス推進活動 
方向性 ・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進体制の再点検 

 
対 策 ①ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進について社長を補佐する担当役員の任命、及び機関

別ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会を全社ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会の傘下に位置づけるこ

とにより、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会の権能強化（特に計画・立案・推進機

能）を図る。 
 

主 体 

 

◎業務監査部 総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
○経営企画部経営企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

 

対 象 

 

・当社関係役員 
・機関別ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進規程及び「ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会」設置･運営要領の改訂

による推進担当役員及び全社委員会と機関別委員会の位置づけの

規定。 
・改訂ﾎﾟｲﾝﾄ（上記以外） 
拡大全社委員会の開催、弁護士の参加、部会設置による機動性確保、

事務局の拡充。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 
【今後検討し実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 
 
 

 

備 考 

 



再発防止アクション・プログラム（№32） 

 

分 類 ３．コンプライアンス推進活動 
方向性 ・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進体制の再点検 

 
対 策 ②機関別ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会委員長を招集した全社ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会

や、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進担当者連絡会を開催し、全社委員会が機関別委

員会の活動について監督、指導する。 
 

主 体 

 

◎業務監査部 
○総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

 

対 象 

 

・全社ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会 
・機関別ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・上記「対策」欄記載の通り。 
・定例開催。 
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社のｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ担当役員を招集した全社ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会の

開催。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【今後検討し実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 
 
 
 

 

備 考 

 

 



再発防止アクション・プログラム（№33） 

 

分 類 ３．コンプライアンス推進活動 
方向性 ・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進体制の再点検 

 
対 策 ③弁護士の委員参加により、全社ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会の透明性・客観性

を高める。 
 

主 体 

 

◎業務監査部 
○総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

 

対 象 

 

・全社ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・上記「対策」欄記載の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【実施済・継続実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 
 
 
 
 

 

備 考 

 

 



再発防止アクション・プログラム（№34） 

 

分 類 ３．コンプライアンス推進活動 
方向性 ・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進体制の再点検 

 
対 策 ④ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ事案（社内外及び他産業）の共有化の徹底(ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化、

ﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄの明示と職場単位の自己点検)を図る。 
 

主 体 

 

◎業務監査部 
 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社従業員 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ事案（社内外及び他産業）について、当社ｸﾞﾙｰﾌﾟｲﾝﾄﾗﾈｯ

ﾄ・電子掲示板で検索型のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ公開。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【今後検討し実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・実施は 20年度、制度等により継続実施 
 
 
 
 

 

備 考 

 

＜原子力安全・保安院行動計画への対応＞ 

(26)部門を超えた取組みの強化 

(27)他社、他産業から得られた教訓の的確な反映 



再発防止アクション・プログラム（№35） 

 

分 類 ３．コンプライアンス推進活動 
方向性 ・全社員を対象とした効果的な研修の反復・継続 

 
対 策 ⑤階層別研修（新入社員・新任主事格・新任課長格）におけるｺﾝﾌﾟﾗ

ｲｱﾝｽ教育の強化を図る。 
 

主 体 

 

◎人事労務部人材開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
○総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 業務監査部 

 

対 象 

 

・当社ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社員の階層別研修受講者 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・社内外講師による研修実施。 
・ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨによる研修の充実。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【現行施策の強化】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ※19年度末に実施結果を評価し、次年度以降の内容見直し 
 
 
 
 

 

備 考 

 

№13管理職研修と整理の上実施 

▼※ 



再発防止アクション・プログラム（№36） 

 

分 類 ３．コンプライアンス推進活動 
方向性 ・全社員を対象とした効果的な研修の反復・継続 

 
対 策 ⑥各機関・職場単位の研修（講演会）を実施する。 

 
 

主 体 

 

◎当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ各機関 
○水力･送変電部 火力発電部 原子力事業部 
○総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 業務監査部 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社従業員 
 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・企業ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽに知見の深い弁護士等法律家、企業実務家による社

内講演会を開催。 
・№5による弁護士による出張相談との併用の検討。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【今後検討し実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ※19年度末に実施結果を評価し、次年度以降の内容見直し 
 
 
 
 

 

備 考 

 

 

▼※ 



再発防止アクション・プログラム（№37） 

 

分 類 ３．コンプライアンス推進活動 
方向性 ・全社員を対象とした効果的な研修の反復・継続 

 
対 策 ⑦e-ﾗｰﾆﾝｸﾞを利用したｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ研修を実施する。 

 
 

主 体 

 

◎総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 業務監査部 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社従業員 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・e ﾗｰﾆﾝｸﾞの内容検討と実施。 
・法令知識とｹｰｽｽﾀﾃﾞｨを充実させたｶﾘｷｭﾗﾑの準備。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【現行施策の強化】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ※19年度末に実施結果を評価し、次年度以降の内容見直し 
 
 
 
 

 

備 考 

 

 

▼※ 



再発防止アクション・プログラム（№38） 

 

分 類 ３．コンプライアンス推進活動 
方向性 ・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ相談窓口の活用の周知と対応窓口の多ﾁｬﾈﾙ化（外部委託

含む） 
対 策 ⑧ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ相談窓口によるｺﾝﾌﾟﾗｲﾝｽｱﾝｹｰﾄを定期的に実施する。 

 
 

主 体 

 

◎業務監査部 
 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社従業員 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・上記「対策」欄に記載の通り。 
・調査法令を特定した社員階層別等のアンケート調査（毎年）。 
・全社員アンケートによる意識調査（数年に 1回）。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ※19年度末に実施結果を評価し、次年度以降の内容見直し 
 
 
 
 

 

備 考 

 

 

▼※ 



再発防止アクション・プログラム（№39） 

 

分 類 ３．コンプライアンス推進活動 
方向性 ・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ相談窓口の活用の周知と対応窓口の多ﾁｬﾈﾙ化（外部委託

含む） 
対 策 ⑨ｲﾝﾄﾗ掲示板・電子電話帳ﾊﾞﾅｰ等に、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ相談窓口を明示・ﾒｰ

ﾙ宛先をﾘﾝｸ化する。 
 

主 体 

 

◎業務監査部 
 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社従業員 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・ｲﾝﾄﾗ掲示板・電子電話帳ﾊﾞﾅｰ等に、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ相談窓口（業務監査

部相談窓口電話番号・ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ）を明示・ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽをﾘﾝｸ化する。

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【早期実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 
 
 
 
 

 

備 考 

 

 



再発防止アクション・プログラム（№40） 

 

分 類 ３．コンプライアンス推進活動 
方向性 ・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ相談窓口の活用の周知と対応窓口の多ﾁｬﾈﾙ化（外部委託

含む） 
対 策 ⑩ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ相談窓口を、現行の社内窓口に加え、外部機関（弁護士

事務所・専門会社等）・労働組合等に多ﾁｬﾈﾙ化し充実を図る。 
 

主 体 

 

◎業務監査部 
○総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 人事労務部労働ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
○外部機関 J-POWER ｸﾞﾙｰﾌﾟﾕﾆｵﾝ 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社従業員 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・外部機関、J-POWER ｸﾞﾙｰﾌﾟﾕﾆｵﾝと相談窓口業務実施について協議、
所要の契約実施。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【今後検討し実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ※19年度末に実施結果を評価し、次年度以降の内容見直し 
 
 
 
 

 

備 考 

 

 

▼※ 



再発防止アクション・プログラム（№41） 

 

分 類 ４．知識・理解不足 
方向性 ・社員教育・研修の在り方の見直し 

・部門ごとの担当業務に係る法令の教育 
対 策 ①関係法令情報の迅速な周知を行う。 

 
 

主 体 

 

◎総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ  
○水力･送変電部 火力発電部 原子力事業部 
○経営企画部環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社各部門 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・法務ﾆｭｰｽ等による当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ内への周知。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【現行施策の強化】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 
 
 
 
 

 

備 考 

 

＜原子力安全・保安院行動計画への対応＞ 

(23)法令、技術に対する確実な教育訓練の徹底 



再発防止アクション・プログラム（№42） 

 

分 類 ４．知識・理解不足 
方向性 ・社員教育・研修の在り方の見直し 

・部門ごとの担当業務に係る法令の教育 
対 策 ②社員（ｸﾞﾙｰﾌﾟ社員含む）に対する電気事業法や河川法等の関係法令

に関する教育を実施する。 
 

主 体 

 

◎水力･送変電部 火力発電部 原子力事業部 
水力ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部 

○総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 経営企画部環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ 
 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社各部門 
 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・ 法令解釈集・事例集等を使って勉強会実施。 
・ 技術部門の集合研修時に法令研修を組み込み実施。 
・ 本店などで行われる技術検討会等の中で、最近の申請事例につい

て紹介するなど、ｸﾞﾙｰﾌﾟ内での情報共有化。 
 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 
【早期実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

・水力部門については 4月のﾀﾞﾑｼﾐｭﾚｰﾀｰ研修より法令研修を開始済み
  ※19年度末に実施結果を評価し、次年度以降の内容見直し 
 

 

備 考 

 

＜原子力安全・保安院行動計画への対応＞ 

(23)法令、技術に対する確実な教育訓練の徹底 

 

 

▼※ 



再発防止アクション・プログラム（№43） 

 

分 類 ４．知識・理解不足 
方向性 ・社員教育・研修の在り方の見直し 

・部門ごとの担当業務に係る法令の教育 
対 策 ③本店技術主管箇所は主任技術者等を対象として、社外講師・専門技

術者による設備技術基準・安全性管理等についての再教育を実施す

る。 
 

主 体 

 

◎水力･送変電部 火力発電部 原子力事業部 
水力ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部 

○総務部法務ｸﾞﾙｰﾌﾟ 経営企画部環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ 
 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社各部門 
 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・ ﾀﾞﾑ水路主任技術者会議(4/12)、および同代行者会議(4/19)を開催
し、ﾀﾞﾑの安全性管理についての教育を実施。 

・ ダムの設備技術基準については、下期(渇水期)に社外講師、専門
技術者の講義による教育を実施。 

・ 電気主任技術者、ﾎﾞｲﾗｰﾀｰﾋﾞﾝ主任技術者、ﾀﾞﾑ水路主任技術者会議

を開催し、社内・社外講師による勉強会を実施。 
 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 
【早期実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

・水力部門ではﾀﾞﾑ水路主任技術者会議を 4月実施済み 
   ※19年度末に実施結果を評価し、次年度以降の内容見直し 

 

備 考 

 

＜原子力安全・保安院行動計画への対応＞ 

(23)法令、技術に対する確実な教育訓練の徹底 

(25)火力、水力分野に係る規格基準の見直し 

 

▼※ 



再発防止アクション・プログラム（№44） 

 

分 類 ４．知識・理解不足 
方向性 ・社員教育・研修の在り方の見直し 

・部門ごとの担当業務に係る法令の教育 
対 策 ④最近の申請手続き事例について、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化及び本店などで行われ

る会議体の中で紹介するなど、当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ内での情報共有を図る。

 

主 体 

 

◎水力･送変電部 火力発電部 原子力事業部 
○経営企画部環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社各部門 
 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・上記「対策」欄記載の通り。 
・会議体の中での事例紹介は 4月から実施。 
・データベース化は 7月以降。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【早期実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ※19年度末に実施結果を評価し、次年度以降の内容見直し 
 
 
 
 

 

備 考 

＜原子力安全・保安院行動計画への対応＞ 

(23)法令、技術に対する確実な教育訓練の徹底 

▼※ 



再発防止アクション・プログラム（№45） 

 

分 類 ４．知識・理解不足 
方向性 ・事故情報共有化による安全確保に向けた対応能力の強化 

 
対 策 ⑤他社、他産業から得られた教訓の的確な反映 
 

主 体 

 

◎水力･送変電部 火力発電部 
 

 

対 象 

 

・当社及びｸﾞﾙｰﾌﾟ会社各部門 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・電力他社および他産業の事故情報・技術情報共有について拡充する

とともに、電事連での検討に参画し実施していく。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【早期実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

   ・制度等により継続実施 
 
 
 
 

 

備 考 

＜原子力安全・保安院行動計画への対応＞ 

(27)他社、他産業から得られた教訓の的確な反映 

 



再発防止アクション・プログラム（№46） 

 

分 類 実施状況の確認 
方向性  

 
対 策 ・アクション・プログラムの実施状況、進捗状況を確認することによ

り、再発防止対策を確実に推進する。 
 

主 体 

 

◎業務監査部 
 

 

対 象 

 

・本店各部 
・各部門現地機関 

 

 

 

内 容 

 

 

 

・業務監査部が各機関からｱｸｼｮﾝ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実施状況について定期報

告を受けるとともに、業務監査による実施状況の確認と合わせ全社

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会に報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 
【早期実施】 

 04 05 06 07 08 09 10 11 12 01 02 03 備 考

 
立案

 

             

 
調整

 

             

 
実施

 

             

  ・制度等により継続実施するものについても、結果を評価し、必要な

ものは見直しを行う。 
 
 

 

備 考 

 

 



 

 

 

 15 4

7

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7/31  

 

9  



 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 



 

  

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



PDCA C A

PDCA P

PDCA D


	news070521-3-1.pdf
	news070521-3-2.pdf
	news070521-3-3.pdf
	news070521-3-4.pdf

